
(57)【要約】
【課題】ゲル化剤でゲル化した液材と、固形具材とを含む加熱調理用加工食品であって、
その加熱調理前に液材の水分が固形具材にしみ込んで食感が悪くなることを防止すると共
に、加熱後に食品の温度が低下しても、食感が悪化することのない加熱調理用加工食品及
びその製造方法を提供する。
【解決手段】ゲル化剤でゲル化した液材と、固形具材とを含む加熱調理用加工食品であっ
て、ゲル化阻害剤が含まれたことを特徴とする加熱調理用加工食品である。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と を 含 む 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 で あ っ て 、 ゲ ル 化
阻 害 剤 が 含 ま れ た こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 液 材 と 、 前 記 固 形 具 材 と 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 と が 容 器 包 装 に 同 梱 さ れ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と を 含 む 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 で あ っ て 、 ゲ ル 化
阻 害 剤 が 、 ゲ ル 化 し た 前 記 液 材 の ゾ ル 化 後 の 再 ゲ ル 化 を 抑 制 す る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調
理 用 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ゲ ル 化 剤 が ゼ ラ チ ン で あ り 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 が 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ で あ る 請 求 項
１ か ら ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 と を 含 む 加 熱 調 理 用 加 工 食 品
を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 液 材 と 、 前 記 固 形 具 材 と 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 と を 容 器 包 装 に 同 梱 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 レ ン ジ 等 で 加 熱 す る こ と に よ り 直 ち に 食 べ る こ と が で き る 、 液 状 の 部 分
（ 調 味 さ れ た ス ー プ 、 ソ ー ス 、 た れ 、 つ ゆ 等 の 加 工 食 品 の 液 状 の 部 分 全 般 の こ と を い う 。
以 下 、 「 液 材 」 と 略 記 す る 。 ） と 固 形 の 具 材 か ら な る 加 工 食 品 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 電 子 レ ン ジ 等 で 加 熱 す る だ け で 直 ち に 食 す る こ と が で き る 、 液 材 と 固 形 の 具
材 か ら な る 加 工 食 品 が 各 種 知 ら れ て い る 。 ま た 、 液 材 と 固 形 の 具 材 を 何 ら か の 方 法 で 分 け
隔 て る こ と に よ り 、 調 理 前 に 液 材 か ら の 水 分 が 具 材 に し み 込 む こ と を 防 ぎ 、 食 感 が 悪 化 す
る こ と を 防 止 す る 技 術 も 各 種 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 ９ － ２ ２ ０ ０ ７ ７ 号 公 報 に は 、 米 飯 又 は パ ス タ を 、 乳 製 品 、 カ ゼ イ ン 若
し く は ゼ ラ チ ン を 主 成 分 と す る 乳 化 物 で コ ー テ ィ ン グ す る こ と で 、 半 解 凍 又 は 解 凍 後 に 液
材 か ら の 水 分 が 米 飯 又 は パ ス タ に し み 込 む こ と を 防 ぎ 、 食 感 の 良 さ を 維 持 し た 冷 凍 ド リ ア
や 冷 凍 グ ラ タ ン の 製 法 が 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 し か し 、 こ の 製 法 は 、 乳 化 物 で の コ ー テ ィ ン グ が 容 易 な 米 飯 や パ ス タ に 適 用 範 囲 が 限 ら
れ て お り 、 フ ラ イ 食 品 、 肉 製 品 、 魚 介 類 、 野 菜 等 に は 適 用 が 困 難 で あ る 。 ま た 、 米 飯 や パ
ス タ を 使 用 す る 食 品 で あ っ て も 、 そ れ 以 外 の 具 材 を 含 む 食 品 、 例 え ば 、 カ ツ 丼 や 牛 丼 な ど
の 丼 製 品 、 魚 介 や 肉 、 野 菜 等 を 含 む パ ス タ 類 に お い て は 、 総 て の 具 材 に コ ー テ ィ ン グ を 行
う こ と は 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ６ ５ ５ ４ 号 公 報 、 特 開 平 ９ － ２ ９ ９ ０ ５ ２ 号 公 報 に は 、 ゲ ル
化 剤 で あ る ゼ ラ チ ン で ゲ ル 化 し た ス ー プ 、 た れ 等 の 液 材 を 上 に 載 せ た 米 麦 加 工 品 、 冷 凍 パ
ス タ が 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 及 び ３ 参 照 ） 。
　 し か し 、 こ れ ら の 食 品 に お い て は 、 電 子 レ ン ジ で 一 旦 加 熱 し た 後 に 、 時 間 が 経 過 し 、 食
品 の 温 度 が 低 下 す る と 、 ゲ ル 化 剤 で あ る ゼ ラ チ ン に よ る 液 材 の 再 ゲ ル 化 が 起 こ り 、 食 感 が
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悪 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 特 開 平 ８ － ２ ４ ２ ８ ２ ３ 号 公 報 に は 、 ゼ ラ チ ン 等 で コ ー テ ィ ン グ し た 氷 塊 を 乾
燥 ス ー プ と 共 に カ ッ プ 状 容 器 に 同 梱 す る こ と で 、 電 子 レ ン ジ で 加 熱 す る と 氷 塊 が 溶 け て 、
水 分 が 乾 燥 ス ー プ と 混 合 す る こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 ス ー プ の 製 法 が 示 さ れ て い る （ 特 許 文
献 ４ 参 照 ） 。
　 し か し 、 こ の 製 法 は チ ル ド 食 品 に は 応 用 す る こ と が で き ず 、 ま た 、 冷 凍 保 存 中 で あ っ て
も 調 理 前 に 、 食 品 の 温 度 上 昇 に よ り 氷 塊 が 溶 け る お そ れ が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ２ ０ ０ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ６ ５ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － ２ ９ ９ ０ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ８ － ２ ４ ２ ８ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と を 含 む 加 熱 調 理 用
加 工 食 品 で あ っ て 、 そ の 加 熱 調 理 前 に 液 材 の 水 分 が 固 形 具 材 に し み 込 ん で 食 感 が 悪 く な る
こ と を 防 止 す る と 共 に 、 加 熱 後 に 食 品 の 温 度 が 低 下 し て も 、 食 感 が 悪 化 す る こ と の な い 加
熱 調 理 用 加 工 食 品 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 ス ー プ 等 の 液 材 を ゲ ル 化 剤 で
ゲ ル 化 す る こ と に よ り 、 調 理 前 に 液 材 の 水 分 が 固 形 具 材 に し み 込 む こ と を 防 止 し つ つ 、 ゲ
ル 化 阻 害 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 加 熱 調 理 し た 後 に 食 品 の 温 度 が 低 下 し た 時 に 、 ゲ ル 化 剤
の 再 ゲ ル 化 に よ り ス ー プ 等 の 液 材 の 粘 度 が 上 昇 し て 食 感 が 悪 化 す る こ と を 防 止 す る こ と が
で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 第 １ の 発 明 は 、 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と を 含 む 加 熱 調
理 用 加 工 食 品 で あ っ て 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 が 含 ま れ た こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 発 明 は 、 前 記 液 材 と 、 前 記 固 形 具 材 と 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 と が 容 器 包 装
に 同 梱 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 第 １ の 発 明 に 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 発 明 は 、 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と を 含 む 加 熱 調 理 用 加
工 食 品 で あ っ て 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 が 、 ゲ ル 化 し た 前 記 液 材 の ゾ ル 化 後 の 再 ゲ ル 化 を 抑 制 す る
こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 発 明 は 、 前 記 ゲ ル 化 剤 が ゼ ラ チ ン で あ り 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 が 耐 熱 性 プ
ロ テ ア ー ゼ で あ る 第 １ の 発 明 か ら 第 ３ の 発 明 の い ず れ か １ つ に 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品
。
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 発 明 は 、 ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た 液 材 と 、 固 形 具 材 と 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 と を
含 む 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 の 製 造 方 法 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 発 明 は 、 前 記 液 材 と 、 前 記 固 形 具 材 と 、 前 記 ゲ ル 化 阻 害 剤 と を 容 器 包 装
に 同 梱 す る こ と を 特 徴 と す る 第 ５ の 発 明 に 記 載 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 は 、 調 理 前 に 液 材 の 水 分 が 固 形 具 材 に し み 込 ん で 食 感 が 悪
く な る こ と が な く 、 加 熱 後 に 食 品 の 温 度 が 低 下 し て も 、 ゲ ル 化 剤 に よ り 液 材 が 再 ゲ ル 化 す
る こ と が な く 、 良 好 な 食 感 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品
の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 前 記 効 果 を 奏 す る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 こ の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 広 範 な 食 品 に 適 用 が 可 能 で あ り 、 冷
凍 食 品 に も チ ル ド 食 品 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 加 工 食 品 と は 、 ス ー プ 、 ソ ー ス 、 た れ 、 つ ゆ 等 の 液 材 と 米 、 麺 、 肉 、
魚 、 野 菜 等 の 固 形 具 材 を 含 む 食 品 全 般 の こ と を い う 。 具 体 的 に は 、 １ ） カ ツ 丼 、 天 丼 、 牛
丼 、 親 子 丼 等 の 丼 類 、 ２ ） ラ ー メ ン 、 う ど ん 、 そ ば 、 パ ス タ 、 ス パ ゲ ッ テ ィ 等 の 麺 類 、 ３
） カ レ ー ラ イ ス 、 お 茶 漬 け 、 リ ゾ ッ ト 等 の ご 飯 類 、 ４ ） あ ん 又 は ソ ー ス を か け た 魚 介 類 、
肉 類 、 卵 加 工 品 、 ５ ） み そ 汁 、 シ チ ュ ー 等 の ス ー プ 類 、 ６ ） お で ん 、 寄 せ 鍋 、 も つ 鍋 等 の
　 鍋 類 、 ７ ） 小 龍 包 等 の 点 心 類 、 が 挙 げ ら れ る 。
　 こ れ ら の 加 工 食 品 は 冷 凍 食 品 と し て 冷 凍 保 存 さ れ て も よ い し 、 冷 蔵 保 存 の チ ル ド 製 品 で
あ っ て も よ い 。 即 ち 、 当 該 加 工 食 品 の 保 管 及 び 流 通 方 法 は 、 対 象 と す る 加 熱 調 理 用 加 工 食
品 の 特 性 や 品 質 保 存 等 の 観 点 か ら 適 宜 選 択 す る も の で あ り 、 特 定 の 保 管 及 び 流 通 方 法 に 限
定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 は 、 液 材 を ゲ ル 化 剤 で ゲ ル 化 し た も の と 、 固 形 具 材 と 、 ゲ
ル 化 阻 害 剤 と を 含 む も の で あ り 、 具 体 的 に は 、 こ の ３ つ の 部 材 を 、 共 に 同 一 の 容 器 包 装 に
入 れ て 包 装 す る （ 以 下 、 適 宜 「 同 梱 す る 」 と い う 。 ） こ と で 得 ら れ る 。
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 を 同 梱 す る た め の 容 器 包 装 と し て は 、 電 子 レ ン ジ 加 熱 用 の
耐 熱 性 容 器 で あ っ て も よ い し 、 直 火 加 熱 用 の ア ル ミ 製 の 鍋 状 の も の で あ っ て も よ い し 、 湯
煎 加 熱 調 理 用 の レ ト ル ト パ ッ ク で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 当 該 容 器 包 装 は 、 対 象 と す る 加 熱
調 理 用 加 工 食 品 の 特 性 や 品 質 保 持 や 加 熱 方 法 の 観 点 か ら 適 宜 選 択 す る も の で あ り 、 特 定 の
容 器 包 装 に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 加 熱 調 理 と は 、 例 え ば 、 １ ） 電 子 レ ン ジ に よ る も の 、 ２ ） 湯 煎 に よ る
も の 、 ３ ） 蒸 気 に よ る 蒸 し 加 熱 、 ４ ） 直 火 又 は グ リ ル に よ る 加 熱 等 、 個 々 の 加 熱 調 理 用 加
工 食 品 の 特 性 に 適 し た 加 熱 調 理 で あ れ ば 、 い ず れ の 方 法 で も よ い 。 ま た 、 本 発 明 に お い て
は 、 加 熱 温 度 は 、 通 常 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ゲ ル 化 剤 と し て は 、 牛 皮 ゼ ラ チ ン 、 豚 皮 ゼ ラ チ ン 、 魚 ゼ ラ チ ン 等 の ゼ
ラ チ ン 類 の 他 、 ゲ ル 化 力 を 持 つ タ ン パ ク 質 全 般 を 用 い る こ と が で き る 。 ゼ ラ チ ン の 場 合 、
そ の 添 加 量 は 液 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 １ ～ １ ０ 重 量 部 、 好 ま し く は 、 ２ ～ ６ 重 量 部 で
あ る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 常 温 で の 液 材 か ら の 水 分 の 固 形 具 材 へ の し み 込 み を 極
力 少 な く す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 ゲ ル 化 剤 と し て 、 キ サ ン タ ン ガ ム や 寒 天 等 の 多 糖 類 を 用 い る こ と も で き る 。
　 本 発 明 に お い て は 、 ゲ ル 化 剤 を 液 材 に 混 入 し 、 通 常 は 、 ゲ ル 化 剤 が 完 全 に 溶 け る ま で 、
液 材 を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 と し て は 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 、 又 は 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー
ゼ を 含 有 し て い る 製 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 本 発 明 に お い て は 、 こ の 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー
ゼ 製 剤 の 添 加 量 は 、 液 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ ０ １ ～ ０ ． １ 重 量 部
、 特 に 、 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ １ 重 量 部 で あ る 。 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 製 剤 と し
て は 、 例 え ば 、 大 和 化 成 株 式 会 社 の サ モ ア ー ゼ Ｐ Ｃ １ ０ Ｆ が 挙 げ ら れ る 。
　 ゲ ル 化 剤 と し て 、 多 糖 類 を 用 い た 場 合 は 、 ゲ ル 化 阻 害 剤 と し て 、 多 糖 類 分 解 酵 素 を 用 い
る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-124477 A 2005.5.19



【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 製 剤 は 、 液 材 の 内 部 及 び ／ 又 は 表 面 に 分 散 さ せ る
こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 加 熱 調 理 時 に お い て 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 製 剤
が 加 工 食 品 全 体 に 均 一 に 作 用 し 、 ゲ ル 化 剤 の ゲ ル 化 力 を 消 失 さ せ る こ と に よ り 、 温 度 低 下
後 に お い て も 、 好 ま し い 食 感 を 維 持 す る こ と が で き る か ら で あ る 。 具 体 的 に は 、 粉 末 状 の
も の を ゲ ル 化 し た 液 材 や 固 形 具 材 に ま ぶ し て も よ い し 、 液 材 が 完 全 に ゲ ル 化 す る 直 前 に 、
硬 化 パ ー ム 油 、 牛 脂 等 の 硬 化 油 で コ ー テ ィ ン グ し た も の を ゲ ル 内 部 に 分 散 さ せ て も よ い 。
後 者 の 場 合 、 硬 化 油 で コ ー テ ィ ン グ さ れ た 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ が 、 加 熱 に よ り 、 初 め て 作
用 を 始 め る の で よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 液 材 及 び 固 形 具 材 は 、 通 常 の 方 法 で 冷 凍 食 品 用 や チ ル ド 食 品 用 等 に 製
造 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 は 、 冷 凍 や 冷 蔵 等 の 保 存 中 で あ っ て 、 調 理 前 に
、 液 材 の 水 分 が 固 形 具 材 に し み 込 む こ と を 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 電 子 レ ン ジ 等 に よ り 加 熱 調 理 す る 際 に は 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ が ゼ ラ チ ン 等 の ゲ
ル 化 剤 に 作 用 し て 、 ゲ ル 化 剤 が ゲ ル 化 力 を 消 失 さ せ る こ と に よ り 、 液 材 の 粘 性 を 下 げ 、 液
材 が 固 形 具 材 に 適 度 に 染 み 込 む こ と で 、 結 果 と し て 、 食 品 の 風 味 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
　 さ ら に 、 加 熱 調 理 後 、 時 間 の 経 過 と 共 に 、 食 品 の 温 度 が 低 下 す る 場 合 や 、 冷 蔵 庫 や 冷 凍
庫 に 保 存 す る 場 合 で あ っ て も 、 ゲ ル 化 剤 が 液 材 を ゲ ル 化 す る 力 が 消 失 し て い る た め 、 好 ま
し い 食 感 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ っ て 具 体 的 に 説 明 す る 。
［ 実 施 例 １ ］ 冷 凍 天 丼
　 市 販 の 天 丼 用 か け 汁 （ 製 品 名 ： 桃 屋 の つ ゆ 特 級 、 （ 株 ） 桃 屋 社 製 ） に 牛 皮 ゼ ラ チ ン （ タ
イ プ 名 ： Ｍ Ｊ 、 新 田 ゼ ラ チ ン 社 製 ） を ５ 質 量 ％ 加 え 、 ６ ０ ℃ に 加 熱 溶 解 後 、 ３ ０ ℃ に 冷 却
し た 。 か け 汁 が 完 全 に ゲ ル 化 す る 直 前 に 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 製 剤 （ サ モ ア ー ゼ Ｐ Ｃ １ ０
Ｆ 、 大 和 化 成 株 式 会 社 ） を パ ー ム 硬 化 油 に て コ ー テ ィ ン グ し た 油 脂 コ ー テ ィ ン グ 耐 熱 性 プ
ロ テ ア ー ゼ を 、 ゲ ル に 対 し て ０ ． ０ １ 質 量 ％ 添 加 し ゲ ル 中 に 分 散 さ せ た 。 得 ら れ た ゲ ル 化
ス ー プ は 適 当 な サ イ ズ （ 例 え ば １ ｃ ｍ 角 ） に 切 断 し た 後 、 電 子 レ ン ジ 対 応 容 器 （ 東 罐 興 業
（ 株 ） ラ ミ コ ン カ ッ プ ） に 盛 り 付 け た 米 飯 と 天 ぷ ら の 上 に 載 せ た 後 、 密 封 し 、 常 法 に 従 っ
て 冷 凍 し た 。
　 こ の 天 丼 を １ 週 間 、 － ２ ０ ℃ （ マ イ ナ ス ２ ０ ℃ ） に て 冷 凍 保 存 し 、 そ の 後 、 電 子 レ ン ジ
に て ８ ０ ℃ で 加 熱 解 凍 し 、 官 能 評 価 を 行 っ た 。 な お 、 こ の 例 を 実 施 例 １ と し た 。 一 方 、 ゼ
ラ チ ン 、 油 脂 コ ー テ ィ ン グ 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 共 に 無 添 加 の か け 汁 を 天 丼 に か け た も の を
比 較 例 １ 、 ゼ ラ チ ン の み を 加 え 、 油 脂 コ ー テ ィ ン グ 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ は 無 添 加 の ゲ ル 化
ス ー プ を 天 丼 に 載 せ た も の を 比 較 例 ２ と し て 官 能 評 価 を 実 施 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 比 較 例 １ で は 、 か け 汁 が 完 全 に ご 飯 と 天 ぷ ら に し み 込 み 大 変 食 感 が 悪 か っ た 。 比 較 例 ２
で は 、 か け 汁 の 固 形 具 材 へ の し み 込 み は 少 な い が 、 か け 汁 に 粘 り 気 が あ り 、 米 粒 同 士 が 団
子 状 に な っ て し ま っ た 。 そ れ に 対 し て 、 実 施 例 １ で は 、 か け 汁 が 適 度 に ご 飯 と 天 ぷ ら に し
み 込 ん で お り 、 ま た 、 か け 汁 に 粘 り 気 が な く サ ラ サ ラ し て い る た め 、 米 粒 同 士 が 団 子 状 に
な る こ と も な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 加 熱 調 理 後 、 室 温 ま で 冷 ま す と 、 比 較 例 ２ で は 、 ゼ ラ チ ン が ゲ ル 化 し て 、 天 丼
自 体 が 固 く な り 始 め た の に 対 し 、 実 施 例 １ で は 、 そ の よ う な 現 象 は 発 生 し な か っ た 。 ま た
、 被 験 者 ２ ０ 名 に よ り 、 加 熱 直 後 の 品 （ 約 ８ ０ ℃ ） と 温 度 低 下 後 の 品 （ 約 ２ ５ ℃ ） に つ い
て 、 そ れ ぞ れ 最 も 食 感 が 優 れ た も の を 選 択 し て も ら っ た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 加 熱 直 後 の
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品 、 温 度 低 下 後 の 品 共 に 、 実 施 例 １ が 最 も 食 感 が 優 れ て い る と 評 価 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 実 施 例 ２ ］ 冷 凍 ス ー プ パ ス タ
　 市 販 の パ ス タ ス ー プ （ 製 品 名 ： 青 の 洞 窟 、 日 清 フ ー ズ （ 株 ） 社 製 ） に 牛 皮 ゼ ラ チ ン （ タ
イ プ 名 ： Ｍ Ｊ 、 新 田 ゼ ラ チ ン 社 製 ） を ４ 質 量 ％ 添 加 し 、 ６ ０ ℃ に 加 熱 溶 解 後 、 冷 蔵 庫 に て
５ ℃ で 冷 却 し た 。 得 ら れ た ゲ ル 化 パ ス タ ソ ー ス を 適 当 な 大 き さ （ 例 え ば １ ｃ ｍ 角 ） に 切 断
し 、 そ の 質 量 に 対 し 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 製 剤 （ サ モ ア ー ゼ Ｐ Ｃ １ ０ Ｆ 、 大 和 化 成 株 式 会 社
） ０ ． ０ １ 質 量 ％ を ゲ ル 化 パ ス タ ソ ー ス の 表 面 に ま ぶ し 、 硬 め に 茹 で た パ ス タ の 上 に 載 せ
て － ２ ０ ℃ （ マ イ ナ ス ２ ０ ℃ ） で 冷 凍 し た 。 こ の 冷 凍 ス ー プ パ ス タ を 、 １ 週 間 、 － ２ ０ ℃
（ マ イ ナ ス ２ ０ ℃ ） に て 冷 凍 保 存 し 、 そ の 後 、 電 子 レ ン ジ に て ８ ０ ℃ で 加 熱 解 凍 し 、 官 能
評 価 を 行 っ た 。 な お 、 こ の 例 を 実 施 例 ２ と し た 。
　 一 方 、 ゼ ラ チ ン 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 共 に 添 加 し な い も の を 比 較 例 ３ 、 ゼ ラ チ ン の み 添
加 し た も の を 比 較 例 ４ と し 、 同 時 に 官 能 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 比 較 例 ３ で は 、 パ ス タ が 軟 化 し て 食 感 が 非 常 に 悪 か っ た 。 比 較 例 ４ で は 、 加 熱 直 後 は や
や ス ー プ の 粘 り が 感 じ ら れ た も の の 特 に 気 に な る ほ ど で は な か っ た が 、 温 度 の 低 下 に 従 っ
て ス ー プ の 粘 り 気 が 徐 々 に 上 昇 し 、 食 感 が 悪 く な っ た 。 実 施 例 ２ で は 、 比 較 例 ４ に 比 べ て
加 熱 直 後 か ら ス ー プ の 粘 り 気 が 少 な く 、 非 常 に 好 ま し い 食 感 が 奏 さ れ た 。 ま た 、 温 度 が 低
下 し て も ス ー プ の 粘 り 気 が 上 昇 す る こ と は な く 、 加 熱 直 後 の 好 ま し い 食 感 を 維 持 し た 。 ま
た 、 被 験 者 ２ ０ 名 に て 加 熱 直 後 の 品 （ 約 ８ ０ ℃ ） と 温 度 低 下 後 の 品 （ 約 ２ ５ 度 ） に つ い て
そ れ ぞ れ 最 も 食 感 が 優 れ た も の 選 択 し て も ら っ た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 加 熱 直 後 で は 比 較
例 ４ と 実 施 例 ２ と は 大 差 の な い 評 価 で あ っ た が 、 温 度 低 下 後 の 品 で は 実 施 例 ２ が 最 も 食 感
が 優 れ て い る と 評 価 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
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［ 実 施 例 ３ ］ チ ル ド お で ん （ 電 子 レ ン ジ 加 熱 ）
　 市 販 の お で ん ス ー プ （ 製 品 名 ： お で ん の 素 、 ヱ ス ビ ー 食 品 （ 株 ） 社 製 ） に 牛 皮 ゼ ラ チ ン
（ タ イ プ 名 ： Ｍ Ｊ 、 新 田 ゼ ラ チ ン 社 製 ） を ５ 質 量 ％ 添 加 し 、 ６ ０ ℃ で 加 熱 溶 解 後 、 ス ー プ
が 完 全 に ゲ ル 化 す る 直 前 に 、 油 脂 コ ー テ ィ ン グ 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ （ サ モ ア － ゼ Ｐ Ｃ １ ０
Ｆ 、 大 和 化 成 株 式 会 社 ） を ゲ ル に 対 し て ０ ． ０ １ 質 量 ％ 添 加 ・ 混 合 し 、 ゲ ル 中 に 分 散 さ せ
た 後 、 ５ ℃ に 冷 却 し た 。 得 ら れ た ゲ ル 化 お で ん ス ー プ を １ ｃ ｍ 角 に 切 断 し 、 電 子 レ ン ジ 対
応 容 器 （ 東 罐 興 業 （ 株 ） ラ ミ コ ン カ ッ プ ） に 入 れ た 固 形 具 材 （ こ ん に ゃ く 、 大 根 ） と 均 一
に 混 在 さ せ た 後 、 冷 蔵 し た 。 １ 日 間 、 ５ ℃ に て 冷 蔵 保 存 し 、 こ の チ ル ド お で ん を 、 電 子 レ
ン ジ に て ８ ０ ℃ で 加 熱 し 、 官 能 評 価 し た 。 な お 、 こ の 例 を 実 施 例 ３ と し た 。
　 一 方 、 ゼ ラ チ ン 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 共 に 添 加 し な い お で ん ス ー プ を 固 形 具 材 に か け て
冷 蔵 し た も の を 比 較 例 ５ 、 ゼ ラ チ ン の み を 添 加 し た お で ん ス ー プ を 固 形 具 材 に 混 在 さ せ た
も の を 比 較 例 ６ と し 、 同 時 に 官 能 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 比 較 例 ５ で は 、 固 形 具 材 に ス ー プ が し み 込 み す ぎ て 食 感 が 悪 か っ た 。 比 較 例 ６ で は 、 や
や ス ー プ に 粘 り 気 が 感 じ ら れ た も の の 、 加 熱 直 後 に お い て は 、 食 感 は 好 ま し か っ た 。 し か
し 、 温 度 が 低 下 す る と ス ー プ の 粘 り 気 が 上 昇 し 食 感 が 悪 く な っ た 。 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ３
で は 、 加 熱 直 後 に お い て も ス ー プ の 粘 り 気 が 低 く 、 温 度 が 低 下 し て も 好 ま し い 食 感 を 維 持
し て い た 。 ま た 、 加 熱 後 の お で ん を 冷 蔵 庫 に て 保 存 し た と こ ろ 、 比 較 例 ６ で は 、 ス ー プ が
固 形 具 材 を 閉 じ 込 め た ま ま 、 完 全 に ゲ ル 化 し 、 ゼ リ ー 状 に な っ た の に 対 し 、 実 施 例 ３ で は
、 や や 粘 り 気 が 上 昇 し た も の の 、 液 状 を 保 っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 被 験 者 ２ ０ 名 に て 加 熱 直 後 の 品 （ 約 ８ ０ ℃ ） と 温 度 低 下 後 の 品 （ 約 ２ ５ 度 ） に つ
い て そ れ ぞ れ 最 も 食 感 が 優 れ た も の を 選 択 し て も ら っ た 。 結 果 を 表 ３ に 示 す 。 加 熱 直 後 の
品 、 温 度 低 下 後 の 品 共 に 、 実 施 例 ３ が 最 も 食 感 が 優 れ て い る と 評 価 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 実 施 例 ４ ］ チ ル ド お で ん （ 湯 煎 加 熱 ）
　 市 販 の お で ん ス ー プ （ 製 品 名 ： お で ん の 素 、 ヱ ス ビ ー 食 品 （ 株 ） 社 製 ） に 牛 皮 ゼ ラ チ ン
（ タ イ プ 名 ： Ｍ Ｊ 、 新 田 ゼ ラ チ ン 社 製 ） を ５ 質 量 ％ 添 加 し 、 ６ ０ ℃ で 加 熱 溶 解 後 、 ス ー プ
が 完 全 に ゲ ル 化 す る 直 前 に 、 油 脂 コ ー テ ィ ン グ 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ （ サ モ ア － ゼ Ｐ Ｃ １ ０
Ｆ 、 大 和 化 成 株 式 会 社 ） を ゲ ル に 対 し て ０ ． ０ １ 質 量 ％ 添 加 ・ 混 合 し 、 ゲ ル 中 に 分 散 さ せ
た 後 、 ５ ℃ に 冷 却 し た 。 得 ら れ た ゲ ル 化 お で ん ス ー プ を １ ｃ ｍ 角 に 切 断 し 、 湯 煎 加 熱 対 応
包 装 （ 大 日 本 印 刷 （ 株 ） （ Ｐ Ｅ Ｔ ／ Ｄ Ｌ ／ Ｐ Ｐ ） パ ウ チ ） に 入 れ た 固 形 具 材 （ こ ん に ゃ く
、 大 根 ） と 均 一 に 混 在 さ せ た 後 、 冷 蔵 し た 。 １ 日 間 、 ５ ℃ に て 冷 蔵 保 存 し 、 こ の チ ル ド お
で ん を 、 湯 煎 に て ８ ０ ℃ で 加 熱 し 、 官 能 評 価 し た 。 な お 、 こ の 例 を 実 施 例 ４ と し た 。
　 一 方 、 ゼ ラ チ ン 、 耐 熱 性 プ ロ テ ア ー ゼ 共 に 添 加 し な い お で ん ス ー プ を 固 形 具 材 に か け て
冷 蔵 し た も の を 比 較 例 ７ 、 ゼ ラ チ ン の み を 添 加 し た お で ん ス ー プ を 固 形 具 材 に 混 在 さ せ た
も の を 比 較 例 ８ と し 、 同 時 に 官 能 評 価 を 行 っ た 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-124477 A 2005.5.19



【 ０ ０ ３ ５ 】
　 比 較 例 ７ で は 、 固 形 具 材 に ス ー プ が し み 込 み す ぎ て 食 感 が 悪 か っ た 。 比 較 例 ８ で は 、 や
や ス ー プ に 粘 り 気 が 感 じ ら れ た も の の 、 加 熱 直 後 に お い て は 、 食 感 は 好 ま し か っ た 。 し か
し 、 温 度 が 低 下 す る と ス ー プ の 粘 り 気 が 上 昇 し 食 感 が 悪 く な っ た 。 こ れ に 対 し 、 実 施 例 ４
で は 、 加 熱 直 後 に お い て も ス ー プ の 粘 り 気 が 低 く 、 温 度 が 低 下 し て も 好 ま し い 食 感 を 維 持
し て い た 。 ま た 、 加 熱 後 の お で ん を 冷 蔵 庫 に て 保 存 し た と こ ろ 、 比 較 例 ８ で は 、 ス ー プ が
固 形 具 材 を 閉 じ 込 め た ま ま 、 完 全 に ゲ ル 化 し 、 ゼ リ ー 状 に な っ た の に 対 し 、 実 施 例 ４ で は
、 や や 粘 り 気 が 上 昇 し た も の の 、 液 状 を 保 っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 被 験 者 ２ ０ 名 に て 加 熱 直 後 の 品 （ 約 ８ ０ ℃ ） と 温 度 低 下 後 の 品 （ 約 ２ ５ 度 ） に つ
い て そ れ ぞ れ 最 も 食 感 が 優 れ た も の を 選 択 し て も ら っ た 。 結 果 を 表 ４ に 示 す 。 加 熱 直 後 の
品 、 温 度 低 下 後 の 品 共 に 、 実 施 例 ４ が 最 も 食 感 が 優 れ て い る と 評 価 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 加 熱 調 理 用 加 工 食 品 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 食 品 産 業 に お い て 、 例 え ば 、 １ ） カ
ツ 丼 、 天 丼 、 牛 丼 、 親 子 丼 等 の 丼 類 、 ２ ） ラ ー メ ン 、 う ど ん 、 そ ば 、 パ ス タ 、 ス パ ゲ ッ テ
ィ 等 の 麺 類 、 ３ ） カ レ ー ラ イ ス 、 お 茶 漬 け 、 リ ゾ ッ ト 等 の ご 飯 類 、 ４ ） あ ん 又 は ソ ー ス を
か け た 魚 介 類 、 肉 類 、 卵 加 工 品 、 ５ ） み そ 汁 、 シ チ ュ ー 等 の ス ー プ 類 、 ６ ） お で ん 、 寄 せ
鍋 、 も つ 鍋 等 の 鍋 類 、 ７ ） 小 龍 包 等 の 点 心 類 と い っ た 食 品 に 利 用 す る こ と が で き る 。
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